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はじめに 
 
 当社は、従来から環境に配慮した姿勢をもって日常の業務ならびに生活を心が
けてまいりました。昨年、仕事上の取引先でもある名古屋市において、エコ事業
所認定制度というものがあることを知り、早速応募してみることになりました。
当局よりそれなりの評価を頂き、平成１５年９月に認定を取得することができま
したので、これまでの取組について報告させて頂きます。環境への意識の輪が一
層広がって行くことを期待したいものです。 
 
                    2004年 6月 株式会社 アサイ設計 
                          代表取締役 浅井 敏司 

 
環境に関する経営理念・方針 
 
２０世紀より今日に至るまで、我々は、経済発展という名の下に企業や個人の
利益を追求してきましたが、最近世界的な潮流として、そこに大きな欠陥が存在
し、結果として地球温暖化を始めとした負の財産を蓄積してきてしまったという
認識がなされているという現実があります。然るに、我が国では、建前論が先行
し、一向に実のある取組がなされておりません。これは、未だにゴミ問題と言え
ば、４R（Reduce、Refuse、Reuse、Recicle）の中でも最も次元の低いリサイク
ルについての議論が中心になっていることからも明らかでしょう。最も重要なリ
デュース（リフューズも含む）やリユーズに取り組む姿勢が極めて乏しい点は、
遺憾という外ありません。ここでも企業利益の論理が優先されている実体が垣間
見られます。当社では、創業以来自己の利益のみ追求する事を厳に慎み、それ以
前に社会と環境への配慮を優先し、良いと判断する事は、即時実行に移すよう心
がけて参りました。その結果、当社におきましては、環境に配慮した取組項目の
大部分は１０年来実施してきているものであり、引き続き一層の努力を怠っては
ならないと考える次第です。米国型の使い捨て文化と決別し、ドイツを中心とし
た欧州型環境合理主義を目指します。 



 

事業所の概要 
 
事業所名 ： 株式会社 アサイ設計 
所在地  ： 名古屋市名東区藤が丘 105番地 アサイビル 3F 
資本金  ： 1,000万円、 従業員数：12人（大学院卒 8名、大学卒 4名） 
事業内容 ： 建築構造設計（年間数十棟）、耐震診断業務を主体業務とし、阪
神・淡路大震災以後は、耐震診断件数が激増し、震災後の累計 1,000 棟余りの実
績を有す。 
 

 
環境に配慮した取組の状況 
 
当事務所内でのいくつかの取組ならびに問題点について、紹介します。 

 
廃棄物の減量 
 
・ペットボトル、トレー、空き缶等の減量 
公私（業務中か否か）を問わず、極力購入しないよう申し合わせ、やむを得ず
購入したときは、購入数量を毎日申告することを義務化。数ヶ月実施してほぼ
達成できたので、現在は申告休止中。また、ボトル、缶、コンビニ弁当のトレ
ー等を万が一使用した場合、これらの処分は会社ではなく全て個人持ち帰りを
原則とする。これらを推進するかわりに、お茶（葉）やコーヒーは、詰め替え
式で会社が全て支給。 
 
＊然るに、環境がテーマであるはずの愛知万博の関連会議を始めテレビで放映
される各種の会議場にペットボトルがずらりと並べられる光景が日常茶飯事
であり、自分達の取組意欲が削がれてしまいます。 

 
・レジ袋等過剰包装物の削減 
上記と同様、公私を問わず、それ自体がゴミとなるようなことがないよう、漫
然と受け取らないことを申し合わせ、ほぼゼロ達成。 
 
＊これについては、スーパー等販売側の原則配布しないということが、最も効
果的であるにも係わらず、原則配布しているので一向に減らないことは、自
明の理でしょう。なぜ当たり前のことができないのか理解できない点です。 

 
 



 
・コピー紙の減量 
以前から裏紙利用を 100%実施。合わせて、請求書等の各種伝票類は、原則 A4
ではなく A5（A4 の半分）サイズを社内標準とし、余白のあるミスコピー用紙
で 100%充当。また、社内控え用は、裏紙使用。 
 
＊これについての障害は、行政始め客先がA4を指定されるケースがたびたびあ
るので、客先の理解が必要となります。請求書などの記載内容は、A5で充分
なサイズと考えます。用紙が B シリーズから A シリーズに代わったために、
ゴミが増大した一例でしょう。 

 
 
省エネルギーの実施 
 
・エアコンによるエネルギー削減 
当社では従来より、週に１度のカジュアルフライデーではなく、毎日をカジュ
アルエヴリデーとし、ノーネクタイを実施。設定温度は、夏 26～27 度、冬 20
～21度を厳守。 
 
・電灯、パソコン等に関するエネルギーの削減 
従来から昼休みの消灯、全パソコンモニターの節電モード設定を指示。 
 
・車の利用 
公共交通機関を優先して利用することを申し合わせ。アイドリングストップの
徹底。 
 
 

 
お問い合わせ先 
 
事業所名 ： 株式会社 アサイ設計 （担当：浅井 敏司） 
所在地  ： 名古屋市名東区藤が丘 105番地 アサイビル 3F 
電話   ： 052-771-2811  ファクシミリ ： 771-2825 
E－mail ： asd@jade.dti.ne.jp 
 


